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令和 4 年度長野県長寿社会開発センター表彰  

 

この度、賛助会員個人表彰として、北原正之さん、故松﨑 哲さん、   

野澤伊代子さんが受賞されました。11 月 17 日(木)には伊那合同庁舎におい

て賞状授与式を行いました。 

伊那支部事務局長からは次のようにご紹介し、賞状をお渡ししました。 

北原正之様におかれましては、平成 29 年から賛助会副会長(１年)、同会

長(２年）と賛助会の要職を担い、上伊那賛助会の発展に多大なる貢献をし

ました。会員からの信頼も厚く会員数も増え、会をまとめる原動力となりま

した。賛助会員グループ活動にもグループ長として主体的に取り組み、地域

貢献を果たしてきました。 

松﨑 哲様は令和２年度から上伊那賛助会長として、コロナ禍ではありま

したが、同会の発展に多大なる貢献をしました。賛助会員グループ活動にお

いては平成 24年に「いきいき 31」グループを立ち上げ、様々な活動を通し

て地域貢献を果たしてきました。さらに平成 29 年度は信州ねんりんピック

(駒ヶ根）の地元開催に尽力し、成功裡に収めていただきました。        

長年に渡って要職を担い、上伊那地区賛助会を牽引していただきました。 

野澤伊代子様におかれましては賛助会員グ

ループ長として長年に渡りグループ活動が

活性化するように尽力しています。また学校

ボランティアとして押し花づくりを通して、

豊かな情操を子どもたちに育んでいます。 

高齢者にもボランティア活動や押し花づく

りを通して社会参加を促すなど取り組んで

います。長年に渡って上伊那賛助会を盛り上

げていただきました。 

 ３人の皆様まことにおめでとうございます。 

【松崎さんのご家族には別日にお渡ししました】 

 

上伊那賛助会報 

第 145 号 2023 年３月 ６日発行 

長野県長寿社会開発センター 

伊那支部上伊那賛助会 

TEL 0265 (76) 6863 



上伊那賛助会 会報第 145号 

 

上伊那賛助会の集い  

10月28日（金）シニア大学２年生と上伊那賛助会の交流会が行われました。 

この交流会は、卒業後地域で積極的に活動する組織である上伊那賛助会の

存在を知り、賛助会の役割や活動についてシニア大生が理解することを目的

としています。 

竹内春利会長から上伊那賛助会について「誰もがその人らし

く生き抜く長寿社会を実現するために、地域で積極的に活動す

るシニアの組織です」「賛助会入会歓迎会、中学生キャリアフ

ェス、シニア大生との交流、高齢者施設奉仕、賛助会の集い、

信州ねんりんピック参加、グループ活動等を行っている」等の

説明がありました。その後各グループ長さんから各グループの

活動内容の発表がありました。 

【傾聴ボランティア伊那】「相手の気持ちを否定することなく、あ

りのままに受け止めて聴き「心の援助」の実践をしています。 

【ふるさとを学ぶ会】わが故郷の文化・歴史を学

び・楽しみながら歩くことにより自然との対話がで

き、風に色や匂いがあったのかと気づくなかで「歩

いて知ろう地域の魅力」の考えを共有して楽しみな

がら財産を増やしています。           

【ゆめクラブ】クラブの理念は「趣味や特技を活か

して地域へご恩返し」です。 

【４２ 書を楽しむ会】シニア大でお世話になっ

た向山先生のご指導の下で「芸術書道」「散らし

書き」を学んでいます。 

【里山散策の会】健康づくりを兼ね、地域を歩き、

自然や歴史を訪ね各自が得意とする学びの分野を

探求し人的交流を深めています。 

【ふれあいマレットゴルフ】体を動かす、仲間とお

しゃべりをしたりして楽しく活動しています。 

【かがやき４１】シニア大 41 期生が卒業後も輝い

て生きていたい、という願い思いを込めて名付けま

した。 

【ヘルスコ】健康づくりを通して仲間作りをする

という目的で地域の歴史や文化・自然に親しんでいます。 

グループ長の皆さんは全員そろいのジャンバーを身に着け、学生

の印象に残る紹介をしていました。残念ながら午後に予定されてい

た千葉工業大学 古田貴之先生の講演は、体調不良で中止となって

しまいました。 
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　シニア大生と賛助会とのマレ
ットゴルフ交流会を11月5日(金)
南箕輪の大芝高原マレットゴル
場、ひのきコースで行いました。
　天候に恵まれ、25人の参加者
による交流会が和気あいあいの
中で行われました。初めてマレ
ットゴルフをやるという人もい
ましたが、楽しむことが出来、
半日でしたが有意義な時をすご
す事が出来ました。

　シニアの皆さんと、賛助会の皆さんを、市町村別に混ぜて普段交流の無い人との
組み合わせで行いましたが、シニア大学という共通の皆さんがそれぞれうちとける
のに時間はかかりませんでした。優勝は賛助会ゆめクラブの伊藤三恵さん、準優勝
はシニア１年の安積俊樹さん、３位は賛助会ヘルスコの宮下忠郎さんという結果で
した。ホールインワンも３人出ました。中には同じグループで同じホールで２人続
けてホールインワンというハプニングもあり、びっくりしました。
　優勝・準優勝・３位と５・10・15・20位の飛び賞等とこれに該当しなかった人に
も参加賞とお茶が配られ大小違いがあっても喜んで帰途に着いたと思います。
　コロナ過であっても、屋外のマレットゴルフ等は比較的安心な行事であると感じ
ました。又このような時でも人と人の交流、つながりは大切な事だと感じました。

シニア大生と賛助会との
　マレットゴルフ交流会開催
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伊那市 武道館　2階

 令和 4年　11月 10日 (木)

　

  生き甲斐を感じました。

対面は久しぶり

伊那市中学生キャリアフェス　2022

  　生徒の皆さんと対話しながら押し花を使用し美しい作品作りを楽しんでも

　らう事ができ、笑顔に包まれ充実した一日でした。本年もコロナの影響をう

　の手づくり栞をプレゼントした時、ありがとうの言葉や笑顔に感動し私達が

　け人数制限があり、希望者全員参加はできなく残念でしたが、ゆめクラブ員

上伊那賛助会スタッフです いいですねー、ここがベストですよ

生徒さんへわかり易くプレゼン中です 今日のテーマにぴったりです！
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シニア大講座「賛助会・卒業後の活動について」 

1月 12日いなっせホールにおいてシニア大学２学年の

講座が行われました。「上伊那賛助会についておよび卒業

後の活動」について賛助会副会長 村上美春さんが次の

ように説明しました。 

シニア大学と、上伊那賛助会は、母体を同じくする例

えれば「兄弟姉妹」のような関係にあります。母体とは 

    「長野県長寿社会開発センターです」(以下当センター) 

当センターは「事業の４本柱(意識づくり)(人づくり)（仲間づくり・健

康づくり）（コーディネートの仕組みづくり）」をすえ、「誰もがその人らし

く生き抜く長寿社会の実現」を目指して活動を進めています。その柱それ

ぞれに次のような意味がこめられています。 

 「意識づくり」の中では、高齢者の特にシニア大学を卒業する者の社会

参加の機運を盛り上げる、とあり、地域で求められる活動を卒業後に行う

ための「動機づくり」を大学で学ぶのです。 

 「人づくり」ではシニア大学の運営、シニアリーダーの育成、とあり、

シニア大学が事業の中心に位置づけられています。 

 「仲間づくり・健康づくり」では、高齢者の仲間づくり及び健康で活躍

できる社会づくりのために、賛助会の推進を図る、と賛助会が事業の中心

に位置づけられています。シニア大学で２年間共に学び、活動した仲間と

再び活動を共に行うそうした喜びが賛助会にはあります。 

 そして「コーディネートの仕組みづくり」ここでは当センターが地域活

動を支援する―ディネーターとして高齢者の社会参加を促進します。 

 つまりシニア大学、賛助会、そして当センターが三位一体で目的の達成

に向かっているのです。 

 「賛助会」とは当センターの趣旨に賛同し、サポーターとなっていただ

ける方が参加している会ということになります。ですから 

・これまでの経験や知識・技能をいかして地域で活動しよう 

・健康や生きがいづくりに努め、さらに広めたい 

・趣味や特技をいかし、それを深めたり広げたり 

 して人生を豊かにしたい 

・仲間と共に楽しみを新たにみつけていこう  

そんな思いを持つ方が参加されています。 

【司会 村上副会長】 
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 したがって賛助会員は当センターの「サポーターであると同時に自らも

地域社会を支えていく存在となっています。ぜひ賛助会に入会していただ

き、ともにシニアの方の社会参加を促進し、社会貢献をして生きがいを持

ち続け楽しい人生を送りましょう。 

 竹内会長さんからは、「せっかく皆さんでまとまりができて学んできたわ

けですので、これでシニア大に来る前の状況にもどってしまうのか、それ

ともまたこれから新たなスタートを切るのか問われるときです。賛助会に

入る事だけでも社会貢献です。というのはシニア大学の皆さんの応援をし

たりしていますから。社会貢献なんです。そんな軽い気持ちで皆とせっか

くできた繋がりの輪を続けていただければと思います」 

 ヘルスコのグループ長 唐木一由さんからは「シニア大学 1 年の時のグ

ループのまとまりがよく、卒業時に皆賛助会に入る、ということだったの

で私も入会しました。堅苦しいことを考えず名所旧跡に出かけ、それに伴

ってボランティアができればと活動しています」というお話がありました。 

 

 

 

 

 

 

  1 月 20 日(金)に伊那合庁５階講堂にて「上伊那賛助会会員とシニア大１

年生との交流会」が行われました。賛助会はあいにく竹内会長が欠席され

ましたが、活動グループ長など 7 名が参加し、1 年生 36 名に「上伊那賛助

会とは」「上伊那賛助会活動の様子」などについて発表しました。 

 

はじめに、竹内会長のあいさつ文(以下概要)を村上副会長が代読。 

私たち高齢者自身が、健康で生きがいをもって生活する、豊かな経験や

知識・技術を生かして積極的に社会に参加すると、それだけで『明るい長

寿社会』づくりに寄与するんです。賛助会に加入するということで、十分

『社会貢献している』ことになるんです。シニア大学で学んだ仲間と、卒

業後、ハイ、さようならでは勿体ない。ぜひ、賛助会入会を検討してくだ

さい。 

上伊那賛助会員とシニア大 1年生との交流会 
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続いて、上伊那賛助会で活動していることや、８つの団体、サークルの活

動発表。 

上伊那賛助会では、伊那市や駒ケ根市の「ふれあい広場」への出店をして

いる。伊那市や駒ケ根市の「キャリアフェス」にもブースを出している。夏

休みなどの休みには「おいで塾」を開いている。シニア大生とは「マレット

ゴルフなどの交流会」を大芝高原で行っている。高齢者施設へのボランティ

ア活動や「スマホセミナー」などの研修会を年間数回行っている。また秋に

はシニア大生も参加して「賛助会の集い」を開催し、ここでは著名な方をお

呼びして講演会などを行っている。 

また、「信州ねんりんピック」や「スポーツ大会」にも参加し、活躍して

いる方がいること。 

続いて賛助会で活動しているグループ８つの活動の発表がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「傾聴ボランティア伊那」「ふるさとを学ぶ会」「ゆめクラブ」「42書を楽

しむ会」「里山散策の会」「ふれあいマレットゴルフ」「かがやき 41」「ヘル

スコ」の各代表が今年度までの活動の概要や課題「活動して楽しかったこと」

などをお伝えしました。<詳細は 2頁をご覧ください＞ 

最後に、年間３回発行している会報「美しく生きる」について編集委員の

片桐謙治さんからの説明があり、質疑応答にはいりました。「賛助会はどん

な会か、よくわからない」とか「賛助会に入ってどんないいことがあったの

か」の質問に、藤森推進員から資料の提供があったり、賛助会員がそれそれ

答えたりして、納得していただき会は終了となりました。 

傾聴ボランティア伊那 ふるさとを学ぶ会 ゆめクラブ 42書を楽しむ会 

里山散策の会 ふれあいマレットゴルフ 
ヘルスコ 

かがやき 41 
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令和５年２月１日(水）より募集・入学願書受付を開始します。(３月 31日(金）まで） 

お問合せは、長野県シニア大学 伊那学部 事務局まで☎：０２６５－７６－６８６３（直通） 

『長野県シニア大学』とは？  主会場は伊那合同庁舎講堂（伊那市駅から徒歩５分）  

・概ね５０歳以上の県内在住者、受講年限は２年間、２０２３年５月入学、２０２５年２月卒業 

・年間１６日 月２回のペースの授業で無理なく通学できます 

・主に金曜日 登校 ９時４０分、授業 １０時３０分～１５時３０分で開催 

・自分づくり講座（「教養講座」） 仲間づくり講座（「実技講座、健康講座、交流講座」地域づく

り講座（「社会参加への足掛かりとする講座」と多彩なカリキュラム 

・授業料は年額 12,000円、その他、自治会費、実技講座教材費 

『講座紹介』①教養講座(知識を得、教養を深める講座）②趣味・健康・交流講座③地域づくり講座 

①「SDGｓは自分ごと」「満蒙開拓の史実から学ぶ」「終活を考える」「シニア世代の食生活」「災害 

に備える」「高遠移動教室」等の講座を行います。 

②趣味講座は俳句/短歌/書道/手作り雑貨/水墨画/絵手紙/写真より選択（年７回）、健康講座は 

 簡単にできるストレッチや体操の紹介、交流講座では看護大生との世代間交流等を行います。 

③グループで実際に地域に出かけ、調査・体験活動を通して地域の現状や課題をつかみます。 

シニア大学伊那学部の募集チラシを同封しました、ご近所の方やお知り合いの方にお声をかけて 

いただければありがたいです。 

 

シニア大新入生募集 

人生１００年時代 シニア大学伊那学部で一緒に学びませんか 
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